
 

 

 

                               

 

  

  

 

上関中学校では、令和3年度より１，２学期の中間テストをなくし、単元末テストを実施していま

す。１，２学期期末、学年末テスト（１，２年生のみ）は行っています。近隣では周防大島中学校も

同様の取組を令和6年度から実施しています。新しい時代を見据えてこのような取組をする学校は増

えています。 

この取組を始めた「理由・思い」を改めてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5月8日（木）に臨時の全校集会を実施し、全校生徒に単元末

テストを行う理由と取り組む中で意識してほしいことを伝えまし

た。 

また、学年の初めには各教科の担任 

から単元末テストの実施予定、単元末

テストを生かした学習方法について具

体的に説明しています。 

＜単元末テストの実施状況と今後の予定＞ 

教科 1年生 2年生 3年生 

国語 ①4/30②5/8 ①5/1②5/8 ①5/1②5/15 

社会 5/12 

数学 6/5 5/28 5/28 

理科 5/26 6月上旬 5/9 

英語 5/21 5/13 5/14 

 単元末テストの結果はなるべく早く、生徒に伝え、学習内容の定着の度合いを認識させ復習を促した

り、学習への取組について助言をしたりしています。 

保護者や地域の方からも学習への取組について、ご助言いただければと思います 

これからも、「新しい時代に必要な学力」を見据えて、授業改善、テストの在り方や生徒への指導

の方法を工夫していきたいと思います。 

 

 

 

上関中学校は校舎が新しくきれいですが、

生徒の心もきれいです。それが目に見えて現れ

ている一つの場面が、教室を移動して授業受け

ているときです。左の写真は音楽室で授業を受

けているときの廊下の様子です。全員のスリッ

パが見事にそろっています。右上の写真は移動した後の教室の様子です。すべ

ての席の椅子がきちんと入っています。ロッカーの中もとてもきれい

です。ロッカーの形の都合で教科書やファイルを立てて収納すること

はできませんが、それでも種類ごとに分けて、きれいに収納していま

す。これが一部の生徒だけでなく、全員、全学年でできています。素晴

らしい習慣が身についていると、とても感心しました。これから予測

できない時代を生き抜く子どもたちですが、このような基本的なこと

を毎日続けられるということは大きな力になると思います。保護者や

地域の方からも一言、励ましていただければと思います。 

 

 

 

ノア君が 1 日体験登校に来ました。みんなと一緒に授業を受け、給

食を食べ、この日に、たまたま行われた身体計測も参加しました。お土

産として、スイスの本を一冊、図書館に寄贈してくださいました。よい

機会なので、その本に載っているスイスの風景についてみんなに紹介し

てもらいました。 

 

 

 

5 月の生徒集会の最後に校長から話をする時間を設けてもらいました。

新年度が始まって一ヵ月、生徒は仲間とともに自分を成長させようと様々

なことに前向きに取り組んでいます。そのことを認めつつ、一つの提案を

しました。それは「爽やかな挨拶が響き渡る上関中学校、上関町へ」です。 

校内はもちろん、登下校、地域での生活の中で中学生から爽やかな挨拶

をして、学校を、地域を元気にしていきたいと思います。 

3年生は話をした時から爽やかな挨拶を響かせていました。さすがです。

保護者や地域の方からもお声がけをしていただければと思います。 

 

 

 

5月7日（水）に日本赤十字の方を講師にお迎えし、ＡＥＤ（自動体外式

除細動器）を用いた救急救命講習を行いました。大切な子どもたちの命を預

かっている我々としてはとても大切な研修です。上関小中学校では教職員が

毎年受講しています。いざというときに、スムーズに動いて、命が救えるよう

に全員、真剣に取り組みました。中学校は玄関から入ってすぐのところにＡ

ＥＤがあります。いろいろな場所にあるＡＥＤを確認しておきたいものです。 

上関町立上関中学校 

 学校だより No.３ 

令和７年５月１５日 

http://  

〈 学校教育目標 〉 

自分とふるさとに誇りをもち、 

未来を生き抜く“チカラ”の育成 

育む教育の推進 

 HPアドレス http://www.town.kaminoseki.lg.jp/kami-juniorhighschool/index.html 

人工知能（ＡＩ）やロボット、自動運転などが発達し、10～２０年後には今ある半分の仕事がなく

なる可能性がある。そのような時代に対応できる力を子どもたちに身に付けさせる必要がある。 

 

・授業、評価を「知識や技能」から「学びに向かう姿勢」や「思考力・判断力・表現力」を重視した

ものにする。 

・テストの点だけでなく、日ごろの取組を評価する。 

・中間テストをなくし、単元末テストを行うことで、日頃の取組を細かく評価し、指導に生かす。 

・年間を通して継続して学習する生徒を育てる。 


